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平成２９年１０月１１日 

 

南海電気鉄道株式会社 

 

  

 
 

南海電気鉄道株式会社（本社：大阪市、社長：遠北 光彦）は、スイスのモントルー・オーベルラン・

ベルノワ鉄道（以下、ＭＯＢ）（本社：モントルー、ＣＥＯ：ジョージ・オベルソン）と友好関係を深

め、双方の沿線が国際観光地として発展し地域活性化に貢献することを目的として、平成２９年１０月

２４日（火）に大阪・難波にて「姉妹鉄道協定」を締結します。 

 

ＭＯＢはレマン湖畔のリゾート地・モ

ントルーを拠点とするスイスの鉄道事業

者であり、同社らがパノラマ特急車両や

特別車両を用いて運行する「ゴールデン

パスライン」は、その牧歌的な景勝ルー

トにより、特に高い人気を誇ります。ま

た、ＭＯＢは最急勾配７３‰（パーミル）

の区間を運行する山岳鉄道であり、最急

勾配５０‰の「こうや花鉄道（南海電鉄

高野線 橋本～極楽橋駅間）」と同じ性格

を有しています。また、両社とも沿線に

世界遺産を擁するなど姉妹鉄道としてふ

さわしい特徴を備えています。 

この協定により、当社は高野山をはじ

めとした沿線の魅力を広く発信し、特に

欧州での知名度向上を図ります。 

詳細は別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モントルー・オーベルラン・ベルノワ鉄道との 

姉妹鉄道協定締結について 
１０月２４日（火）スイス大使立会いの下、協定締結式を実施 

スイス 三大観光特急の一つ「ゴールデンパスライン」を運行する 
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別 紙１         ＭＯＢとの姉妹鉄道協定締結とＰＲ施策について 

１．姉妹鉄道協定締結式について 

（１）日 時 平成２９年１０月２４日（火）１１：００～１１：３０ 

 

（２）場 所 南海電鉄難波駅 ２階中階段前（難波駅北側２階） 

 

（３）主催者 南海電気鉄道株式会社 取締役社長兼ＣＥＯ  遠北 光彦 

                  鉄道営業本部長    金森 哲朗 

       モントルー・オーベルラン・ベルノワ鉄道 

                  ＣＥＯ ジョージ・オベルソン 

                  マーケティング担当役員 ハンス・ルーディ・ゲルバー 

 

（４）来 賓 駐日スイス特命全権大使        ジャン・フランソワ・パロ閣下 

       和歌山県商工観光労働部観光局長    中島 寛和氏 

関西日本・スイス協会会長       友野 宏氏 

         

（５）次 第 ①出席者紹介 

       ②主催者挨拶 

       ③来賓挨拶 

       ④姉妹鉄道提携協定内容の紹介 

       ⑤記念品交換（当社からは記念ヘッドマーク、ＭＯＢからは鉄道模型を進呈） 

      ※式典終了後、なんばガレリア大階段で記念撮影を予定 

 

 （６）その他 スイス政府観光局と高野山のパンフレットを、難波駅２階イベントスペースにおいて

配布します。また、スイスに本社を構える「ネスレ」の日本法人が協賛となり、「ネス

カフェ」商品も配布します。 ※配りきり次第、終了します。 

 

２．姉妹鉄道協定に基づくＰＲ施策について 

 （１）両社のきっぷをデザインしたオリジナル付箋帳プレゼント 

当社主要駅で発売している「高野山・世界遺産きっぷ」ご利用で高野山へお越しの方に、両社

のきっぷをデザインしたオリジナル付箋帳を進呈します。（先着１万人） 

    ア、開 始 日 平成２９年１０月２４日（火） ※なくなり次第終了 

    イ、進呈場所 高野町観光協会（大師教会前） ※バス「金剛峯寺前」下車すぐ 

    ウ、進呈条件 企画乗車券 

「高野山・世界遺産きっぷ」 

総括券をご呈示ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
付箋帳（イメージ） 引換場所地図 
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（２）難波駅の総合装飾 

   「高野山×スイスの美しき４姉妹」をテーマに、高野山とスイスを楽しむ至福の休日を演出し

ます。 

   ア、期  間 平成２９年１０月１６日（月）～２９日（日） 

   イ、内  容 難波駅大階段ピラー、ホームフラッグポスター、なんばガレリアツインビジ  

ョンほか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）極楽橋駅・高野山駅の特別装飾 

平成２９年１０月１７日（火）から当分の間、極楽橋駅の渡り廊下に姉妹鉄道協定を記念した

フラッグを掲出します。また、高野山駅２階ではＭＯＢの鉄道模型などを順次展示します。 

    

（４）記念ヘッドマークの掲出 

    ア、掲出期間 平成２９年１０月１６日（月）～平成３０年１月３１日（水） 

    イ、掲出車両 ・南海本線、空港線、和歌山港線を運行する８３００系１編成（６両） 

           ・高野線（難波～橋本間）、泉北高速鉄道線（中百舌鳥～和泉中央間）を運行す

る６３００系１編成（６両） 

・高野線（橋本～極楽橋間）を運行する２３００系４編成（各２両） 

 ※平成３０年５月３１日（木）まで掲出 

    ※ＭＯＢにおいても、同様のヘッドマークを1編成掲出予定です。 

    ※車両運用などの都合で、掲出期間・車両が変更となる場合があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

ポスターの一例 

＜参考＞ 平成２８年に高野山を訪れた外国人宿泊者数は７６,６４５人。世界遺産登録時の平成１６年と比べて７倍

超となっており、その約６５％が欧州からの来訪者です。観光大国スイスの鉄道会社との姉妹鉄道協定により、欧州

からの旅客誘致強化を図ります。 

掲出イメージ（南海電鉄 ２３００系） ヘッドマークデザイン 

以 上


